
14 

 

Kids’English 
 

・構成員 

 代表者 : 梶山留未 ( 国際文化 学科 4 年 )         

 会計 : 山田健太 ( 国際文化 学科 3 年 )         

 指導教員 : エイミーウィルソン ( 国際文化 学科 )           

 メンバー : 梶山留未 ( 国際文化 学科 4 年 )  柿ノ迫真衣 ( 国際文化 学科 4 年 ) 

   村田優衣 ( 国際文化 学科 4 年 ）  米元花歩 ( 国際文化 学科 4 年 ) 

   小野奈緒美 ( 国際文化 学科 3 年 )  宮本美希 ( 国際文化 学科 2 年 ) 

   野村有紗 ( 国際文化 学科 2 年 )  平岡美佳子 ( 国際文化 学科 2 年 ) 

  

・プロジェクトの目的 

 ・英語教員を目指す学生に対して、人に英語を教えるという実践的経験を踏む場を作る。 

・子どもたち・大学生、双方に対して学びの場をつくる。 

・子どもたちに興味、関心を持たせ、英語・国外への理解を深める。また、異質なものへの恐怖

心やためらいを取り除く。 

・普段ほとんど関わらない小学生と大学生の交流を通して、山口県立大学における活動の一部を

地域に発信していく。 

・実際の小学校の授業でも、TA として担任の先生のサポートを行うなど、より発展させて、大学

生が学外に出る機会を増やし、地域との繋がりをもつ。 

 

・活動内容 

 １．Kids’English in 小郡、阿知須・井関にこにこクラブ 

【小郡・地域交流センター】  

開催日：8月10日（火）  

対象：小学校1～6年生  

内容：ゲーム・歌遊び・紙芝居 etc 

【阿知須・井関にこにこクラブ】  

開催日：8月24日（火）  

対象：小学校1～6年生  

内容：クイズ・ビンゴゲーム・キーホルダーづくり  

 

私達は大学内だけではなく、学外に出て活動することにも力を入れ

ました。小郡、阿知須では英語を使ったゲーム、紙芝居、英単語カル

タ、歌などで英語に親しんでもらいました。活動発起から間もないた

め様々な戸惑いや苦労がありましたが、ここでの苦戦があったからこ

そ、工夫や努力に繋がり、私たちの成長に繋がったと思います。  

また、学外では私達を受け入れてくださった方から、さまざまなア

ドバイスをいただき、これからの活動の参考にすることができました。 
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２．総合的学習（国際理解）の授業 

開催日：学期に一回ずつ  

対象：小学校 4 年生、3 クラス  

内容：あいさつ・自己／自国紹介・ワークシート  

Simon Says・留学体験談 etc 

 

大殿小学校では、4 年生の全クラスで留学生と一緒に「国際理解」の

授業をさせていただきました。授業では、アメリカ、カナダ、スペイン、

中国、韓国の留学生にそれぞれの国のあいさつやクリスマスの過ごし

方など、文化や習慣の紹介をしてもらいました。他にも、児童達に留

学生がしているジェスチャーにはどんな意味があるのか考えてもらう

という、ジェスチャーゲームをしました。言葉だけでなく、様々な角

度から外国や自国を見てみることで、深い理解ができ、誤解や偏見を

なくせるのではないかと考え、この様な活動内容にしました。この授

業で英語を学ぶと共に、実際に留学生と触れ合うことで異文化にふれ

てもらう機会を提供することができました。  

 

３．夏休みの Kids’English 

開催期間：8 月 18 日（水）～8 月 20 日（金） 

対象：小学校 1～6 年生  

内容：ゲーム・カルタ・歌遊び・紙芝居     

    キーホルダーづくり・発表会 etc 

 

昨年の Kids’English 始動後初めての夏休みに、「なつやすみの

Kids’English」を開催しました。  

3 日間、地域の小学生を招いて、1 日 2 時間、楽しく英語を学びまし

た。自己紹介の練習、英単語カルタ、英語ビンゴ、歌などで英語に親

しんでもらいました。最終日には、記念に覚えた英単語を書いたキー

ホルダーを作ってもらいました。また、保護者の方をお招きし、3 日間

の集大成としてミニ発表会を開き、3 日間学んだことの成果を披露して

もらいました。  

夏休みの 3 日間を集中し、連続して取り組んだことで、子どもたち

の英語学習に役立てることができたと思います。  

 

４．ハロウィンパーティー 

開催日：10 月 31 日（日）  

対象：小学校 1～6 年生  

内容：文化紹介・仮装パーティー・カップケーキ作り・飾り付け  

ゲーム etc 
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 ハロウィンパーティーでは、英語を使ったゲーム、紙芝居、英単語

カルタ、歌、そして、ハロウィンならではの、「Trick or Treat」など  

の英語も学んでもらいました。また、ハロウィンの起源や、外国での

ハロウィンの過ごし方などの紹介もしました。  

他にも、仮装大会やお菓子作りをし、楽しく英語を学びながら、外

国の文化にも触れてもらいました。  

 

５．クリスマスパーティー 

開催日：12 月 23 日（木）  

対象：小学校 1～6 年生     

内容：文化紹介・Christmas card 作り・ゲーム  etc 

 

12 月 23 日（木）にクリスマスパーティーを開催しました。  

英語を使ったゲーム、紙芝居、英単語カルタ、歌を準備し、クリス

マスに関連する英単語カードを作成しました。  

また、今回は、留学生にも参加してもらい、ネイティブの発音で英

語の練習をしたり、実際に留学生と会話したり、異文化交流を楽しん

でもらいました。クリスマスカードを作ったりクリスマスソングを練

習したりと、外国の習慣を紹介し、さらに実践したことで、より理解

が深まり、興味を引き出せたのではないかと思います。  

他にも、サンタクロースの起源やクリスマスにまつわるお話、豆知

識などを紹介し、“楽しい”に加え、子どもたちの知ることへの欲求に

も応えられたと思います。  

 

６．研修 

●コーディネーター研修会（山口県セミナーパーク）  

  開催日：5月29日（土）  

  内容：「学校・家庭・地域の連携の意義」  

●子供との良好な関係作りのコツ講座（山口県立大学）  

  開催日：5月20日（木）・7月13日（火）  

  内容：アイスブレイク・出会いの活動・  

  緊張をほぐすための活動・問題活動の活動 etc 

●小学校外国語活動実践研修会（萩市）  

 開催日：8 月 25 日（水）  

 内容：公開授業・示範授業・講演 etc 

 

学内での講座や学外での研修会に参加しました。専門的な知識を身

につけることで、子どもたちを理解し、よりスムーズに子どもたちと

信頼関係を築き、活動を展開させることができました。子どもたちは 
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 私たちが思っている以上に、複雑で繊細だということを知り、どのよ

うなアプローチが効果的で、どのような対応が子どもたちを引き込む

ことができるかを学びました。私たちは現役大学生であり、経験値が

足りません。そのため、現場で必要とされる専門知識や理想的な対応

がとても未熟です。それを補うために、このような研修に参加するこ

とがとても大切だと思いました。今後は、このような機会を増やし、

積極的に参加していきたいと思います。  

 

７．ブログ 

ブログを作成し、活動ごとに内容やメンバーのフィードバックを報

告しており、活動の様子の写真も掲載しています。このホームページ

は私たちの活動の記録でもありますが、同時に私たちの活動の宣伝も

兼ねています。これからもたくさんの楽しいイベントや活動を掲載し

ていきたいと思っています。 (http://ypukidsenglish.soreccha.jp/) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・成果及び感想 

 このプロジェクトを通して、延べ 500 人以上の子どもたちと交流しました。一人ひとり反応も

積極性も違いますが、回を追うごとに、それぞれ私たち大学生と英語活動に慣れ、興味を持ち、

尐しずつ仲良くなれたことにとても喜びを感じました。また、子どもたちが英語を話した時や「先

生できた！」と嬉しそうにする姿を見たとき、やりがいを感じました。  

将来に役立つ英語教育の実践的経験を積むこと、さらに学生自身の英語力の向上を図ることが

でき、遊びを通した英語学習によって小学生の英語への興味を高め、2011 年度からの英語教育必

須化のニーズにも応えることができたのではないかと思います。様々な地域の小学生と英語を通

して交流することで、私たち自身も楽しみながら教えることができました。  

今後は反省点を生かし、さらに良い英語学習や国際理解教育ができるように経験を重ね、活動

の幅を広げていきたいと思います。  

 

 

・指導教員のコメント ・収支報告 

    配分額  250,000 円  

 

支

出

内

訳  

文房具代  50,693 円  

 コピー代  1,510 円  

 交通費  5,120 円  

 ｲﾍﾞﾝﾄ代（ﾊﾛｳｨﾝ・ｸﾘｽﾏｽ） 34,254 円  

 教具代  65,819 円  

 支出合計  157,396 円  

 残金  92,604 円  

何も経験がないところから始まったため、準備

や各イベントの運営などで苦労する点もたくさ

んあったようですが、回を重ねるごとに学生ひと

りひとりに成長が見られました。学生が自発的に

計画をし、実践することが彼らの自信にもつなが

り、この経験は学生生活においてはもちろん、

きっと社会に出てからも役立つものと確信して

おります。彼らの行動力と創造力にいつも感心さ

せられます。  

 


